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　クリニカル・シミュレーション・ラボは、平成16年
度より、東京医科大学病院卒後臨床研修センターの2
階に開設されています。
　クリニカル・シミュレーション・ラボは、現場さな
がらに臨床技能を学ぶためにシミュレーターや機器
を集めた実習室のことです。
　臨床技能には、身体に侵襲を与える手技だけでな
く、患者の心理的不安や不快感を伴う医療面接や、身
体診察、および検査の技能も含まれます。これらの臨
床技能の教育は、従来、経験を積んだ指導医の下で、学
生や研修医・医療従事者が、実際の患者を通して少し
ずつ内容を高度化しながら学んできました。
　しかし、安全管理、患者権利の変化など、時代的要
求もあり、学習者がある程度、技能に成熟してから患
者に接することが要求されています。
　技能の習得にはSee　One　Do　one　Teach　Oneの段階
があるといわれていますが、Do　Oneの中身が問われ
ていると考えます。Simulatorを使用したOfr　The　Job
Trainingで試行を繰り返し、より安全な技能を提供し
ていくという医療者の姿勢が大切になってきました。
ラボでは、随時トレーニングを行えるように様々な臨
床手技に対応するシミュレーターや機器を取り揃え
ています（写真1、写真2）。
　また、今年から専任の管理者が配置され、月曜日か
ら金曜日は、9：00から17：10、土曜日（第1・3・5）は
9：00から12：10まで利用できるようになっていま
す。実際には、医大生が、BSLやOSCEに向けて、医
療面接や診察、縫合などのトレーニングを、各科の指
導医が研修医を対象に技術指導を行うなど個人やグ
ループでの利用も増えてきました（写真3、写真4）。さ
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らに、全職員対象のCPR＋AEDコース、研修医対象
のCVライン挿入の実技研修、臨床検査技師対象の採
血研修など定期的な研修の企画も行っています。
　ラボでのトレーニングの利点は、①失敗が許され
る。②繰り返しが可能、③手技を中断して説明や
確認の時間がとれる。④記録による手技や指導方法
についての振り返りが可能。⑤やりたいときにいつ
でもできる。などがあがるでしょう。
　現在、多くの大学や病院が、安全で質の高い医療を
提供するために、シミュレーションによる技能教育に
関心を寄せ、ラボを開設する施設も増えてきました。
東京医科大学病院のクリニカル・シミュレーション・
ラボもハード・ソフト両面の充実を図っていく必要が
あるでしょう。そのためには、より多くの方々に利用
していただき、指導者および学習者の視点からの意見
や要望をお聞きしたいと考えています。ラボが、東京
医科大学病院のよりよい技能教育の場として発展し
ていくために、卒後臨床研修センターでは、多くの
方々の利用を願っています。ラボの見学、研修の企画、
シミュレーターについての相談など、いつでも受け付
けております。卒後臨床研修センターまで、ご一報下
さい。
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